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論文内容の要旨

唾液の糖タンパクは歯のエナメル質表面に形成される獲得被膜の構成成分であり，歯垢の基質形成

に重要な役割を演じている。そのほか唾液のもつ血液型活性，菌凝集活性さらに免疫学的活性などの

発現にも関与していることが次第に明らかにされてきた。近年，ヒト唾液の糖タンパクのもつ生物学

的諸活性のうち，口腔細菌との結合性について注目され始め， Gibbons ら(1978) はヒト混合唾液に

含まれるムチンを[ 3HJ あるいは[14(: J で標識し，血液型活性をもっムチンが口腔連鎖球菌，特に S.

mutαηs と結合することを指摘している。一方，ヒト耳下腺唾液にはプロリン含量の高い塩基性糖タ

ンパクが存在することが Levine ら(1969) ， Friedman ら(1971 )によって報告されているが，この

糖タンパクのもつ生物学的活性については，現在全く知られていない。

この研究で著者はヒト耳下腺唾液に存在するプF リン量の多い塩基性糖タンパク(以下 PGP と略

す)を Friedman らの方法に準拠して，セフアデックス G ー 200 によるゲルj戸過後， CMーセルロー

スを用いて分画した。この糖タンパク画分が ConcanavalinA (以下 ConA と略す)と沈降すること

を予備実験で確認した。そこで耳下腺唾液より目的とする PGP の精製は硫安塩析，セフアデックス

G-200 によるゲル炉過後， Con A ーセフアロースアフイニテイクロマトグラフィを用いて行った。

得られた精製 PGP はディスク電気泳動法による分析(テスト量は，タンパク量70μg )で単一のバ

ンドを与え，分子量は，ゲルj戸過法による測定で約 75， 000 と推定された。

精製 PGP の構造を明らかにするために，まず，精製標品をプロナーゼで分解後，セファデックス

G-50によるゲル炉過を行って糖ペプチドを調整し，そのアミノ酸組成と構成糖比を求めた。糖はア

ルジトールアセチル化してガスクロマトグラフイによって分析した。メチル化は箱守の方法に従い，酵
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素による逐次分解には， S. sanguis ATCC10557 株由来の αーフコシダーゼ (EC 3 , 2 , 1 , 63) , 

ジャック豆より抽出した βーガラクトシダーゼ (EC 3 , 2 , 1 , 23) ， αーマンノシダーゼ (EC 3 , 

2 ， 1 ， 24) および exo 型β-N ーアセチルグルコサミニダーゼ (EC 3 , 2 , 1 , 30) および肺炎

双球菌由来の endo 型β-N ーアセチルグルコサミニダーゼを用いた。さらに過ヨウ素酸酸化と酸緩和

加水分解を組み合わせて糖鎖構造をガスクロマトグラフイおよびガスクロマトグラフ質量分析法を用

いて解析じたところ 次のような推定構造式が得られた。
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この精製 PGP は Con A のほかレクチン H( Ulex europeus) とトラ豆レクチン ( Phα seo lus vulg-

α ris) とも凝集性を示した。

次に PGP の生物学的活性の一端を知忍目的で，精製 PGP の非還元末端部に存在するガラクトー

スを Morell らの方法を用い [3HJ で標識し口腔連鎖球菌との結合性を，菌表層に結合した [3HJ -PGP 

の放射能を指標として検討した口その結果 PGP は供試菌のうち S. mi ti s ATCC 9811株， 9895株，

15909 株， 15911 株， 15912 株， 15913 株， 15914 株およびS.sαnguis ATCC 10557 株 (Coykendall

らによると s. mi t i 0 r) にのみ結合し S.mut απ s BHT 株， lngbri tt株， 6715株 ， S.sα l i vα rius 

ATCC 9222株， S.sαπ♂Li s A TCC 10556 株， 10558 株， 66X49株， M-5 株， 6249株には結合性が

みられなかった。そこでS.mitisATCC 9811株と S.sαnguis A TCC 10557 株について菌体を加熱

あるいはトリプシン処理し， PGP と菌体との結合性を調べたところ，両株ともいずれの処理によっ

ても著しく結合性が失われた。また種々の糖のうち， D ーガラクトース，ラクトース ， Nーアセチル

ラクトサミン ， Nーアセチルグルコサミンなどの特定の糖により結合性が著しく阻害された。

以上この研究では，ヒト耳下腺唾液に存在する PGP を分離・精製し，かっ糖ペプチドの糖鎖配列

を解析すると共にその生物学的活性を調べ 次の諸点を明らかにした。すなわち(1)精製 PGP の糖ペ

プチドは，血清糖タンパク型糖鎖構造が推定された。 ~2)精製標品は，供試した口腔連鎖球菌のうち，

S. mi tis のみに結合性が認められた。 (3) この結合性はD ーガラクトースと 非還元末端部にD ーガ

ラクトースをもっ少糖などにより著しく阻害された。 (4)菌体を熱あるいはトリプシン処理することに

より，この結合性は著明に減少した。 ~5)以上の結果から薗表層にはレクチン様物質(糖結合性タンパ

ク)の存在が強く示唆された。
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論文の審査結果の要旨

本研究は，ヒト耳下腺唾液に存在するプロリン量の多い塩基性糖タンパクを分離・精製し，その糖

ペプチドの推定糖鎖構造を初めて明らかにしたものである。また この糖タンパクは St rep toco cｭ

cus mi tis と結合することが認められ，この結合性はD ーガラクトースと非還元末端部にD ーガラ

クトースをもっ少糖などにより，著しく阻害されることが示された。

この論文は，歯垢形成に重要なかかわりあいをもっ唾液糖タンパクと口腔連鎖球菌との相互作用を

追究する上で，貴重な手掛りを与えるのみならずS.mitis の菌表層部にレクチン様物質が存在する

ことを示唆したものであり，歯学博士の学位に十分値するものと認める。
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